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比熱 :(1),(2)何れ も正常の金属型比熱 を示す
.ナ～10mJ/K2･mol･U
電気抵抗 :何れも正常金属型








磁性 :帯磁率は T≦36K以下で反強磁性的傾向､T?36Kでキ1.リーワイス型常磁性r主､一･ちT 一シt･-+.
Op=-120- -130K.PeLf=3.2-3.4FLB
比熱 :(2)だけ 丸型異常があ りTN〒36Kの反強磁性 と判定｡低温比熱はC(T)-γT+βT3
(1)はC(T)- TT+∂T2+ βT3で表わされ､ ∂項によりスピングラスの可能性を含
む｡,(1し (21共 γ(01-10-20mJ/K2･mol･U
(3) (1)では底温でシ ョットキー型比熱 (Tn&Ⅹ-20K)が重なる｡
磁気抵抗 :T-1.5K～ 40K.H〈6TJで､ (1)は殆 ど抵抗の変化なし､ (2)はTくTNで正の磁気
抵抗を示す｡
結晶場効果 :(1)の x ~l(T)曲線 とシ ョットキー比熱は､U4+.5fZ を仮定 して立方結晶
場を導入 し､基底状態 I1 3 と直上 (△E=70K上)の励起状態I1 5用い定性
的に説明される｡
以上の結果を､最近接 U一日原子間距離 dと局在性､遍歴性磁性に関するEillプロットに
当てはめてみると､HillリミットdTf-3.6Åに関 して､ d空:3.2 ÅのOs化合物は遍歴的パウ
リ常磁性､ d二と3.9 ÅのPd化合物は局在性反強磁性 (スピングラスも含む)を示 し､抵抗
は高濃度近藤的傾向を持つ｡他方U-Au系化合物は､ d二とd.に位置 し､重電子効果 と高濃度
近藤効果を含む反強磁性 とみなきれる｡
今後は､更に他の ウラン遷移金属化合物 について調べると共に､単結晶を作成 して､磁
化､帯磁率､電気抵抗､磁場中比熱などの異方性を求め､電子構造の関連のもとに､研究
を進めたい｡
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